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実験問題



物理ﾁｬﾚﾝｼﾞは後半に。残るﾁｬﾚﾝｼﾞは実験問
題だ。ﾁｬﾚﾝｼﾞ時間は理論問題と同じ５時間。
しかし、生徒にとって時間の感じ方は理論問
題の時とはまったく違っていたはずだ。時間
ごとの手つき顔つきの変化がそれを物語って
いる。はじめの頃は新しいおもちゃを与えら
れた子供のように嬉々としていた生徒の顔が、
刻一刻とﾁｬﾚﾝｼﾞ時間が過ぎるにしたがって
緊張していくのだが、その緊張の顔つきはま
るで職人のそれだった。



頭だけでなく手を動かさなければならないから、
という説明ではこの違いは伝わりにくいだろう。
実験の妙は、想像力と現実との対応に、理論が
織り込まれていることにある。「ｾﾚﾝﾃﾞｨﾋﾟﾃｨ」と
いう言葉で表現されることもある「ひらめき」は、
ﾊﾟｽﾂｰﾙの言うように、それを待ち受けて用意が
なければ逃してしまうのだ。生徒たちは、まさに
全身全霊でもって実験問題にﾁｬﾚﾝｼﾞしていた。



ｺﾗﾑ「ｾﾚﾝﾃﾞｨﾋﾟﾃｨ?」

ｾﾚﾝﾃﾞｨﾋﾟﾃｨ（serendipity）は18世
紀ｲｷﾞﾘｽの小説家ﾎﾚｽ・ｳｫﾙﾎﾟｰ
ﾙの造語で、自分が探していたわ
けではないものを見つける「能
力」のこと。今では辞書にも載っ
ていて、英語では日常会話で使
われることもあります。見つけよ
うとしていないものを見つけるｽﾘ
ﾗﾝｶの王子たちの物語が語源（ｾ
ﾚﾝﾃﾞｨﾌﾟはｽﾘﾗﾝｶの古い呼び方）。
素粒子物理学では、ｻﾐｭｴﾙ・ﾃｨﾝ
とﾊﾞｰﾄﾝ・ﾘﾋﾀｰによるJ/Ψ中間子

の同時発見に関してｾﾚﾝﾃﾞｨﾋﾟﾃｨ
が語られることがあります。ｷﾞﾙ
ﾊﾞｰﾄ・ｼｬﾋﾟﾛ著『創造的発見と偶
然—科学におけるｾﾚﾝﾃﾞｨﾋﾟﾃｨ』

には、その他にもＸ線の発見やﾍﾟ
ﾆｼﾘﾝの発見など、いろいろなｴﾋﾟ
ｿｰﾄﾞが紹介されています。



永宮J-PARCｾﾝﾀｰ長から

は、原子核や素粒子の発
見と理論は、不思議なこと
に、短期間の間に対のよう
に続いて出てきているとい
う話があった。

また、鈴木先生は比喩を上
手に使って、わかりやすく加
速器の仕組みや研究の目的
を説明した。鈴木先生は、研
究所の訪問者に対するﾌﾟﾚｾﾞ
ﾝ技術のｺﾝｸｰﾙで優勝してい
る達人。



巨大なｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸの中性子ﾗｲﾝ

現在建設途中の大強度陽子加速器施設J-PARC。稼働し

ていれば内部まで見学することは難しいため、建設途中な
のはむしろ幸いだった。



５０GeVのｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ。位置決め精度はなんと0.1ﾐﾘ。



筑波大学ｷﾞｬﾗﾘｰ



出典：http://www.tsukuba.ac.jp/public/institution/gallery.html





人間は生まれながらに認知力
や洞察力、好奇心や探究心な
どを持っていると私は思ってい
ます。しかし、持って生まれた
これらの能力は、磨きをかけ
なければ歳をとるにしたがって
急速に退化してしまうでしょう。
大学はこれらの能力に磨きを
かける場であることを肝に銘じ
てください。



ﾁｬﾚﾝｼﾞが終わった生徒たちはすっ
かり疲れている・・・なんてことはあ
りません。さしいれのｽｲｶをほおば
り、ﾄﾗﾝﾌﾟに興じます。頭も体も育ち
盛りな生徒たち。
ほんとうに、おつかれさまでし
た！？



ﾒﾀﾞﾘｽﾄが決定して拍手をする先生たち。結果やいかに？



物理ﾁｬﾚﾝｼﾞは、教育に対する大人たちのﾁｬﾚﾝｼﾞでもある。ここで蓄積
されたﾉｳﾊｳやﾈｯﾄﾜｰｸは今後の教育のﾓﾃﾞﾙの基礎となってゆくはず
だ。



取材陣が押し寄せた！

並木先生はﾌﾟﾚｽ対応も手慣れたもの。



IPhO2007金ﾒﾀﾞﾘｽﾄにも取材

実験問題ﾁｬﾚﾝｼﾞで、生徒たち
のﾁｬﾚﾝｼﾞは終了。一同は食堂
で昼食をとる。

昼食の間には、TVや新聞のｲﾝﾀ

ﾋﾞｭｰ取材が行われた。ﾁｬﾚﾝｼﾞが
終わっても、生徒たちには、別の
緊張が待っていたわけだ。



TVｸﾙｰは終日 私たちを追いかけた



高所恐怖症ではｶﾒﾗﾏﾝは務まりません。
お世話さまでした！



編集後記

昼食のときに、ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰたちの顔つきは、明らかにほっとした表情に変わっていた。精一杯ﾁｬﾚﾝ

ｼﾞしたときの満足感と、張りつめていたものが抜けた空虚な心持ちが交錯していたのであろう。
手応えはどうだっただろうか。2度目の挑戦者たちは、頭一つ抜きん出ていただろう。そのように感

じた周りのひとたちもいたかもしれない。考えてみれば、当然のことである。物理に一足早く興味を
持ち、努力してきたのだから。裏返して言えば、悔しい想いをしたひとたちも、1年間、精進すれば、

あの水準に達しうるということである。
7月11日、ｲﾗﾝに出発する日本代表に対して、小柴昌俊先生は、次のような餞の言葉を贈られた。

「君たちは、与えられた問題を解くことにかけては、すでに完璧である。しかし、敢えてここで、一つ苦
言を呈しておきたい。それは、一流の研究者、技術者になるためには、受身の勉強だけではなく、
active learning（主体的な学習）ができるようにならなければならない。それが、あなた方のこれか

らの課題である」と。
江崎玲於奈先生は、「自分の限界に挑戦しよう」と言われた。筑波大学の岩崎洋一学長は、朝永

振一郎先生の「ふしぎだと思うこと これが科学の芽です・・・」を紹介された。白川英樹先生は「好奇

心や探究心に磨きをかけなければ、歳をとるにしたがって急速に退化していく」と、学生を激励して
います。
もう、お分かりでしょう。3人の先生は、表現はそれぞれ違うけれども、伝えたいことは同じであるこ

とを。
「物理ﾁｬﾚﾝｼﾞ第2ｽﾃｰｼﾞ」という短いけれど濃密な体験が、君たちの「学問に対するときの『姿勢』」の

支えになっていくことを期待しています。
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